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ヤ ン グケ ア ラ ーについての実態調査- 過剰な家庭内役割を担う 中学生一

北 山 沙和子* 石 倉 健 二** 

本研究は、 過剰な家庭内役割 を担 っ ている子 ども (ヤ ングケアラ ー : Yc ) についての実態調査と 、 彼らが抱え る問題

について明 らかにするこ と を目的と し、 2 つの中核市の全ての市立中学校のク ラ ス担任を対象に質問紙調査を行 った。 有

効回答率28.9%で、 回答の得ら れたク ラ スに在籍する生徒の総数は4,420名であっ た。 分析の結果、 1.2% の生徒が YC で

ある可能性が示 さ れた。 主な家庭内役割は 「 き よう だいの世話」 と 「家事全般」 であっ た。 そ し てそう し た生徒の学校生

活上の問題と し て 「忘れ物の多 さ」 が指摘 さ れた。 そう し た過剰な家庭内役割の背景には 「 ひと り 親家庭」 であるこ と が

最も多い回答であった。 Yc にはその家族全体への支援が必要であり 、 学校はその発見に大き な役割があると考え ら れる。 

そ し て、 Yc について学校教員が認識するこ と と 、 中学卒業後と小学校以前についての実態調査が今後の課題と 言え る。 

キーワー ド : ヤングケアラ ー (Yc ) , 中学生, 過剰な家庭内役割, 家族支援

I 問題と目的

近年、 子 ども と家族 を巡る新たな問題と し て、 「 ヤ ン

グケ ア ラ ー (以下 “YC”)」 が、 イ ギリ ス をは じ めと し

た先進国で注目され始めている (柴崎, 2005)。 Yc とは、

家族が何 ら かの困難な状況にあり 、 そのケ アの担い手 と

な っ てい る未成年の子 ども のこ と を指す。 子 ども自身が

思春期と いう 不安定な時期を迎え ながら も、 親や祖父母

あ るいはき よう だいに何 ら かの困難が生 じ た場合、 彼 ら

が 「ケ アの担い手」 と な ら ざる を得ないこ と も少な く な

い。 しかし、 こ う し た病気あるいは障害な ど、 何らかの

困難を抱えた家族をケアす る子 どもの存在は、 ご く 最近

までほと んど知 ら れてこ なかっ た。

家族のケアを担う 子 ども に関す る研究は、 1990年代初

頭に英国で開始 さ れ、 ラ フバラ大学の 「介護を担う 子 ど

も研究 グループ (The Young Carers Research Group, 以

下 “YCRG”)」 と 「英国介護者協会 (Carers UK)」 の作

業や取組によ り 関心が寄せら れる よ う にな っ た (三富, 
2010)。

こ のよ う な子 ども 達は、 「 チ ャイ ル ド ・ ケ ア ラ ーズ」

「ヤ ン グ ・ ケ アラ ーズ」 「ヤ ン グ ・ ケ アギバー」 な ど、 様々

な名称があるため、 本研究では家族へ何らかのケアを行っ

てい る子 ども を 「Yc」 と称す るこ と と す る。 ま た、 Yc 
で あ る子 ども の定義 も 複数存在す る ため、 本研究では

「障害あ るいは何 ら かの困難を抱え てい る親やき よう だ

い、 あ るいは祖父母等の 『介護』 や 『看護』 も し く は

『世話』 をす る こ と の責任 を、 成人 と同等に担 っ てい る

18歳未満の子ども」 を Yc と定義するこ と と し、 比較的

軽いケ ア を担 っ てい る場合 も含むこ と と し た。

YC の担 っ てい るケア内容は大き く 次の 6 つに分類す

るこ と ができ る。 ①調理や清掃な どの家事援助、 ②移動

の介助や与薬な どの一般的な介護、 ③入浴や用便な どの

身なり にかかわる援助、 ④情緒的な支援、 ⑤弟や妹の世

話、 ⑥金銭の管理や通院への同行な どの作業である (三
富, 2008) 。 英国では、 早 く から こ のよ う な子 ども の問
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題に着手 し、 様々な調査 ・ 研究、 支援が行われている。 

1996年に行われた英国全国統計局 (Office for National 
Statistics Social Survey Division, 以下 “0NS”) の調査

によ れば、 8 ~ 17歳までの子 ども約700万人のう ち、 3 
万 2 千人 (約0.5%) が Yc か、 そ れに極めて近い存在

であ る と 報告 さ れてい る。

そ し てケアを行う こ と がこ う し た子 ども達の生活に与

え る影響は多岐にわたっ てい るが、 大き く 次の 5 つに分

類さ れている (三富, 2000) 。 ①家族生活におけ る親子

関係の逆転、 ②不登校な どの教育問題、 ③社会的な孤立

に象徴 さ れる社会生活およ び友人関係、 ④低所得と貧困

に見ら れる経済生活、 ⑤人格の形成と就職問題である。 

こ う し た様々な生活への影響がある中、 学齢期の子ども

達にと っ て、 最も 深刻な問題は、 教育 を受け る権利の侵

害である。 特に遅刻 ・ 早退 ・ 欠席は非常に大き な問題で

あ る。 こ れらはケ アによ る時間的拘束に伴う も ので、 彼

らの学力や就学機会を制限 し、 さ ら には友人関係の乏 し

さ な どと い っ た、 学齢期におけ る社会性の獲得にも大き

な影響を及ぼすこ と が示唆さ れている ( 0NS, 1996 ; c . 
Dearden & S. Becker, 2004) 。 さ ら に、 親の介護や看護

を行 っ てい る子 ども の中には、 ケ ア を担う こ と で成人同

様の責任 を負 う ため、 成長の段階に似つかわし く ない情

緒的成熟 を迫ら れるこ と が指摘 さ れてい る。 そ れに伴う

親子関係の逆転は、 教育 を受け る権利の侵害同様に、 子

どもの人格形成や社会性の発達な ど多岐にわたり 影響 を

及ぼすと考え ら れる (三富, 2000)。

そこ で本研究は、 家族へのケ アの担い手 と な っ てい る

子 ども の実態把握 と 、 彼 ら が抱え る問題について明 ら か

にし てい く こ と を目的とする。 この YC に関する問題は、

18歳までの全ての年代で生 じ得る ものであ るが、 今回は

中学生を対象 と し て検討 を行う ものである。 それは、 中

学生であれば一 定の家庭内役割を果たす能力 を持 っ てい

るこ と が期待 さ れる と と も に、 学校 を通 し た調査 を行う

こ と で地域内の全生徒を視野に入れるこ と が可能であ る
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と 考え たためであ るc 
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II 方法
1 . 対象

A 県 B 市 (人口約27万人) と、 C県 D 市 (人口約20 
万人) の全ての公立中学校39校に勤務する担任教員495 
名を対象に、 質問紙調査 を行っ た。 

2 . 調査方法

現在担任 し てい る ク ラ スに在籍す る生徒について回答

を求めた。 質問紙は各校へ郵送にて配付 し、 特別支援学

級も含む全ての学級担任に協力 を依頼 し た。 質問紙記入

後は、 各校で取り ま と め、 返信用封筒に入れ、 調査者宛

に郵送での返送を求めた。 なお調査期間は2011年 7 月 8 
日~ 8 月 5 日である。 

3 . 質問紙の構成と 項目

質問紙は、 ONS (1996) が使用 し た質問紙 と C. 
Dearden & S. Becker (2004) の調査結果を参考に、 調

査者が日本語訳 した上で改編したものを用いた。 質問紙

の内容は、 「 (1) 担任 し てい る ク ラ スについて」 「 (2) と て

も多 く の家庭内役割 を担 っ てい る生徒について」 の 2 つ
に大き く 分かれてい る。

( 1 ) 担任 し てい る ク ラ スについて

①担当学年と ク ラ スの人数

②以下のよ う な家庭内役割 を担っ てい る生徒の人数

「家事全般」 「介助が必要な家族の身辺介助」

「介助が必要な家族の移動介助」

「家族の手話や外国語の通訳」

「き よう だいの世話の多 く」 「家族の書類や金銭管理」

「家族の薬の管理 ・ 投与」

③家庭内役割のために生 じ る以下のよ う な学校生活上の

問題がある生徒の有無

「遅刻や早退が多い」 「病気以外の欠席が頻繁にある」

「 ク ラ ス メ イ ト と の関わり が薄い」 「保護者の承諾を

得なけ ればな ら ない書類な どの忘 れ物が多 い」

「身だ し なみが整っ ていないこ と が多い」

「授業中に集中力 を欠いたり 居眠り が多い」

「お弁当 を持 つてこ ないこ と が多い」

「宿題や準備物の忘れ物が多い」

「部活に入っ ていなかっ たり 休みが多い」

④家庭内役割や家族と の関係についての相談の有無

( 2 ) と て も多 く の家庭内役割 を担 っ ている生徒につい

て

①前述 「 (1) ③家庭内役割のために生 じ る学校生活上の

問題」 に 1 つ以上の0 がついた生徒の人数。

②前述 「 (2) ①の中で、 回答者が最 も気にな る生徒 1 人
ない し 2 人について以下の回答 を求めた。

「生徒の性別」 「家庭内役割を担っ ている理由」

「 1 週間のう ち、 家庭内役割を行っ ている時間」

m 結果と 考察

1 . 回収結果

39校中18校から回答が得 ら れ (回収率46.1%) 、 回答

が得ら れた担任教員は495名中172名 ( 回収率34.7%) 、
そのう ちの有効回答は143名 (有効回答率28.9%) であっ

た。 な お 、 回答 の あ っ た ク ラ ス の在籍 生徒 の総数 は

4,420名であった。

回収率と有効回答率が低いのは、 本調査対象の分かり

に く さ があ っ た も のと 思われる。 「過剰な家庭内役割で

家庭生活や学校生活に大き な影響を受けている生徒」 と

いう 視点は国内では一般的ではな く 、 調査の意図が理解

し て も ら え なかっ た可能性があ る。 ま た、 回収 さ れた回

答の中に、 無効回答や回答漏れが多 かっ たこ と も 、 こ れ

ら のこ と を反映 し てい る と 思われる。 

2 . 担任 している ク ラ スについて (Tablet )
回答のあ っ た143ク ラ ス と その在籍人数 を Tablet に示

す。 1 年生が最も多 く 回答が得ら れ、 特別支援学級から

も回答が得 ら れた。 

Tab l e1 ク ラ スについて

クラス数 (回収率) 在籍人数 

1 年生 50 (32. 5%) 1, 612 

2 年生 40 (26. 8%) 1, 359 

3 年生 41 (27. 7%) 1, 409 

特別支援 12 (27. 3%) 40 

合計 143 (28. 9%) 4, 420 

3 . 家庭内役割を担っている生徒について (Fig.1 )
7 つの家庭内役割について、 それを担っている又は担っ

ているよう に見受け ら れる生徒の存在について質問 し た。 

こ れら の家庭内役割は、 Yc が担う こ と が多 い と さ れる

もので (0NS, 1996 ; C. Dearden & S. Becker, 2004) 、

いずれも 通常のお手伝いの範囲 を超え る も のと考え ら れ

る。 結果は、 「き よう だいの世話」 が40名 (0.9%) 、 「家

事全般」 が38名 (0.9%) で最も多い。

C. Dearden & S. Becker (2004) の調査では、 「 き よ

う だいの世話」 はき よう だい児が知的障害児である場合

に、 圧倒的に多 く な っ てい るこ と が指摘 さ れてい る。 今

回の調査では、 そ こ まで踏み込んだ調査はで き なかっ た

が、 き よう だいに障害がある場合や、 弟や妹の年齢が低

い場合に、 こ う し た家庭内役割を多 く 担っ ているこ と が

考え ら れる。

二番目と し て 「家事全般」 が挙がっ ているが、 こ れは

ケアを必要とする家族成員の属性や障害種等に関わらず、

Yc が担う 役割 と し て最も多い も のと し て指摘 さ れてい

る (三富, 2008)。

ま た今回の調査で三番目にあがっ てい る 「通訳」 は、

C. Dearden & S. Becker (2004) で も指摘 さ れてい るも

のであ るが、 本調査で も わずかながら確認 さ れた。 
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Fig 2 過剰な家庭内役割によ る学校生活上の影響

Table2 YC と思われる生徒の在籍率

クラ ス数 (%) 人数 (%) 

1年生 11 (22. 0%) 15 (0. 9%) 

2 年生 7 (17. 5%) 7 (0. 5%) 

3 年生 13 (31. 7%) 30 (2. 1%) 

特別支援 0 (0. 0%) 0 (0. 0%) 

合計 31 (21. 7%) 52 (1. 2%) 

人
数

(

人) 

また、 ク ラ ス中のそう し た生徒の人数の合計は52名で

あ っ た。 調査対象の生徒総数4,420名であるこ と から、

Yc と 思われる生徒の存在率は1.2% と推察 さ れる。

こ れま で、 国内では Yc が どれく ら いい るのかについ

ての実態調査はなさ れてこ なかった。 ONs (1996) は 8 
~ 17歳の0.5% に YC がい るこ と を示唆 し てい たが、 今

回の調査はそれを上回る存在率が示 さ れた。 このこ とは、

Yc がどの中学校で も各学年に 1 人ない し数名程度がい

る も のと 考え る必要があり 、 Yc が決 し て珍 しい存在で

はないこ と を示 し てい る。

また今回の調査では 2 年生の割合が低 く な っているが、

家庭内役割の内容から考え れば、 年齢が上がるにつれて

担う 役割も増え るこ とは容易に想像がつ く 。 この結果は、

2 年生のと き にこ う し た生活上のこ と に気づかれに く く

な っ てい る可能性も あ る と 考え ら れる。 

7 . YC と 思われる生徒について

Yc と 思われる生徒がク ラ ス内に存在す る と 回答 し た

31名の教員 に対 し、 その中で最も気にな る 2 名までにつ

いて、 詳細な記述を求め、 37名の生徒についての回答が

得ら れた。

なお、 こ こ では質問紙の内容量の関係で、 ク ラ ス内で

最大 2 名ま での回答 し か得 ら れなかっ た。 前述 「 6 . 
Yc と 思われる生徒」 は52名があげ ら れてい る ため、 こ

の結果は全体の 7 割ほ どの人数で しかない も のの、 あ る

程度の傾向は示 し ている と考え ら れる。 
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4 . 家 庭内 役割の た め に生 じ る 学 校生 活上 の問題

(Fig 2)
家庭内役割が多いこ と で発生すると思われる、 学校生

活上での 9 項目について回答 を求めた。 こ れも YC に起

こ る こ と の多 い も の と し て指摘 さ れてい る も ので あ る

(0NS, 1996 ; C. Dearden & S. Becker, 2004)。

「宿題や準備物の忘れ物が多い」 が23名 (0.5%) 、
「保護者の承諾 を得なけ ればな ら ない書類な どの忘 れ物

が多い」 が22名 (0.5%) と、 こ の 2 項目に該当する生

徒が多 かっ た。

忘れ物の多 さは生徒本人の注意散漫やう っかり と い つ

たこ と があり 得 る も のの、 Yc にも し ばしば起こ るこ と

であ る。 親やき よう だいの介護に時間 を と ら れて宿題や

予習に時間 を さ く こ と がで き なかっ たり 、 「保護者の承

諾を得る」 こ と が困難である こ と な どが背景と し て考え

ら れる。 

5 . 家庭内役割や家族と の関係についての相談の有無

家庭内での役割や家族と の関係について、 本人または

ク ラ スの生徒から相談を受け たこ と があるかどう かの質

問に対 し て、 「はい」 と 回答 し た担任は17名 (11.9%) 
で あ っ た。

こ の 「相談」 の中には、 YC と は関連 し ない も のも あ

り 得るが、 家庭生活や家族関係についての理解は、 学校

教員 に も求 め ら れる部分 で あり 、 そ う し た相談の中に

Yc に関連す る も のが含ま れるこ と を理解 し てお く 必要

があ る。 

6 . YC と思われる生徒の存在率 (Table2)
前述 「 4 」 の家庭内役割が多いために、 学校生活上で

の問題が生 じ てい る と思われる生徒の有無について回答

を求めた と こ ろ、 144名中31名の担任がク ラ ス内にそう

し た生徒がい る と 回答 し た。 YC と 思われる生徒が、 調

査対象 ク ラ スの21.7% に在籍 し てい る可能性が示唆 さ れ

た。 
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( 1 ) 学年と性別 (Table3)
回答が得 ら れた生徒の学年 と 性別の内訳 を Table3 に

示す。 男よ り も女に多いのは、 家事援助やき よう だいの

世話な どが、 女性に求めら れるこ と の多 い内容であ るこ

と が反映 さ れてい ると 考え ら れる。

Tab l e3 詳細な回答が得 られた生徒

男 女 合計 

1年生 5 8 13 

2 年生 1 6 7 

3 年生 6 11 17 

特別支援 0 0 0 

合計 12 25 37 

( 2 ) 家庭内役割を担っている理由 (Fig3)
家庭内役割 を担っ ている理由と し て、 考え ら れる 6 項

目について回答 を求めた。 こ れらは先行研究 ( 0Ns , 
1996 ; C. Dearden & S. Becker, 2004) で、 YC である

理由と し てよ く 挙がっ てい る内容であ る。

その結果、 「母子家庭も し く は父子家庭である」 16名

(43.2%) と 「その他」 11名 (29.7%) が日立った。 なお、

「 その他」 の内容は記述のない も のが多 く 、 詳細は不明

であ る。

ひと り 親家庭であるこ とは、 家庭内役割を担う 家族構

成員が少ない こ と から、 家事や小 さいき よう だいの世話

な どを担う こ と が親から期待 さ れるこ と は十分に予想 さ

れるこ と であ る。 
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( 3 ) 1 週間当たり の家庭内役割従事時間 (Fig4)
1 週間当たり の家庭内役割に従事 している時間につい

ては、 C. Dearden & S. Becker (2004) の調査を も と に

大まかに分類 した8項目から回答を求めた。

その結果、 「分から ない」 が14名 (37.8%) で最も多

く 、 次いで 「 0 4 時間」 が10名 (27.0%) であった。

こ の質問は、 家庭生活をかなり 詳 し く 知らない と答え

るこ と ができ ないため、 担任によ る回答には限界があ る。 

そのため、 「分から ない」 が最 も多 く な っ たと 思われる。 
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Fig 4 1 週間当 りの家庭内役割従事時間
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IV まと めと今後の課題

1 . 「 お手伝い」 と の違い

YC 研究におけ る注意点の一つと し て、 それが家庭教

育の一環と し ての位置づけ も可能な点があげら れてい る

(柴崎, 2005)。 家事の手伝いや小 さい子どもの世話をす

るこ と は、 家族と し ての当然の役割 と し て子 ども にも期

待 さ れる も ので も あり 、 そ れは し つけや家族愛 に関連す

る行為でもある。 しかしそれらが家庭教育や 「お手伝い」

である ためには、 保護者の責任のも と で行われる こ と が

必要である。 家庭内で担う 役割が多 く 、 成人と同等の責

任 を担う よ う な も のは 「お手伝い」 の域を超え てい る。 

そ し て、 それが子 ども の学校生活や友人関係に大き な影

響 を及ぼすまでに拡大 し てい る場合には、 支援の対象 と

考え るべきである。

それは柴崎 (2005) が指摘するよう に、 「家族愛」 の

名のも と に女性によ る家族介護や家族労働がシャ ドーワー

ク と し て捉え ら れてき た経緯に類似 し てい る。 すなわち

そ れら の役割が女性に過度に担わさ れる こ と によ っ て、

その女性の社会生活が大き く 制限さ れる状態は望ま し く

な く 、 その場合 には介護サー ビス等 によ る支援の対象 と

みな さ れるのと同 じ で あ る。

ただ し女性の シ ャ ド ーワ ーク に関連す る事態 と 異な る

のは、 子 どもは発達途上にある存在である、 と いう 点で

ある。 在宅介護を担う 児童は、 介護の様々な負担に応 じ

ながら、 社会生活の機会を失 っ てい く こ と が指摘 さ れて

い る (三富, 2000) 。 それは、 現在の学校生活への影響

だけ にと どま ら ず、 進学や就職に も制限を も た ら し、 不

安定就労にまで連なる ものと考え ら れる。 

2 . 複合的な困難 さの一形式と しての YC
YC は、 それ単独で現れるこ と はま れであ る。 本調査

の結果に も あ っ たよ う に、 ひと り 親家庭であ っ たり 、 保

護者が外国籍であったり 、 家族の誰かに障害があっ たり 、

長期入院 し ていたり と い っ た生活上の困難が背景にある

と、 家庭内役割 を担わざる を得ない状況が生 じて く るこ

と は容易に想像でき る。

イ ギリ スにおいては、 ひと り 親、 貧困、 少数民族、 家

族成員の薬物 ・ アルコ ール依存や精神障害な どの困難を
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有 し ている家庭では、 子 どもが多 く の家庭内役割を担っ

てい る と 報告 さ れてい る (柴崎, 2005) 。 ま た、 ネ グレ

ク ト や不登校と の境界も曖味であり 、 保護者の養育能力

が低かっ たり 、 十分な養育がで き る状況にないこ と な ど

が、 YC の背景にあると考え ら れる。

日本におけ る YC を巡 る課題 を考え る と 、 そこ にはひ

と り 親家庭、 貧困、 外国籍、 依存症、 精神障害、 虐待、

不登校、 ア ダル ト チル ド レ ン、 少子高齢化な ど社会の暗

部が複雑に絡んでい る様子がう かがえ る。 YC の原因が

そ れら の事象にあ るのではな く 、 こ う し た複雑な事象の

一端が Yc と いう 形 と な っ て現れてい る と 考え る方が妥

当 であ る と 思われる。 

3 . 家族全体へのア プロ ーチと学校

Yc は、 複雑な事象の一端が子 ど も の側に現れた も の

であ るな ら ば、 その子 ども に対す る支援だけ では不十分

であるこ と は明白である。 その子も含めて、 家族全体へ

のア プロ ーチが求めら れ、 そ れは直接には ソ ーシ ャルワ ー

ク の領域であ る。

しかし ながら、 Yc をは じめと し た複雑な問題 を抱え

た子 ども達が自 らの家庭状況 を語ろう と す るこ と は少な

い。 そ し て Yc の親たちの多 く は、 我が子が 「普通の児

童」 のよ う には外出でき ないこ と や、 学校生活上の困難

を抱え てい る こ と を知 つてい るが、 役割の多 さ ゆえ に生

じた社会生活や友人関係の制限をやむを得ないと し てい

るこ と が多いこ と も指摘 さ れている (三富, 2000) 。 そ

う し た意味では、 児童虐待がはら んでい る課題と共通す

る部分も多い。

Yc は今まで も存在 し、 恐ら く こ れから も存在 し続け

る と 思われる。 少な く と も、 こ う し た子 ども と その家族

が適切な支援を受け るこ と で、 学校生活や進学 ・ 就職へ

の悪影響 を最小限に抑え、 貧困の連鎖や負 のスパイ ラ ル

に陥ら ないよ う にす るこ と が求めら れる。

今回の調査で Yc である可能性のある中学生が 1 % を
超え て存在す るこ と が示唆 さ れ、 忘 れ物の多 さ に代表 さ

れるよ う な観察可能な行動にそ れが反映 さ れてい るこ と

が示 さ れた。 そ し てこ れら の行動 を観察で き るのは学校

だけである。 学校は家族全体へのア プロ ーチ を行う には

多 く の困難があ るが、 その必要性 を発見す るための重要

なチ ャ ンス を有 し てい る。 児童虐待の発見 と同様に、 学

校が果たす役割は大きい と考え る。 

4 . 今後の課題

( 1 ) 支援上の課題

Yc や過剰な家庭内役割 を担う 子 ども達につい ては、

ま だ一般的 な認識と はな っ てない。 しか し ながら、 近年

では、 障害のあ る子 ど も のき よう だい ( シフ リ ン グ) や

聞こ え ない親を も つ聞こ え る子 ども達 ( コ ーダ) のこ と

が取り 上げら れる機会が増え ている。 そう し た意味では、

家族成員 に障害があ るよ う な場合に、 他の家族成員 にも

何らかの支援が必要であると いう 認識は拡がり つつある。 

こ う した家族に対する支援の拡がり を さ らに拡大し、 学

校教員が広 く 認識するこ と が、 今後の Yc への対策を考
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えてい く 上で重要になる。

( 2 ) 研究上の課題

本調査は対象 を中学生に絞り 込むこ と で、 Yc である

可能性のある生徒の存在率を推察するこ と に成功 し た。 

しかし、 中学卒業後と小学生以前の状況については、 依

然と し て状況がつかめないままである。 まずは、 Yc で

あ る可能性のあ る子 ども 達が どれく ら いい るのかについ

ての実態調査が求めら れる。 さ ら に Yc であ るこ と が、

発達やライ フサイ ク ルの上で どのよ う な困難につながり

得 るのかについて も明 ら かにす る必要があ る。 そのため

には、 学校教育、 児童福祉、 障害者福祉、 地域保健な ど

の学際的な取り 組みが求めら れる。 
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